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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
日本では、途上国におけるノンフォーマル教育、成人教育研究はほとんど見られない。そ
れぞれの国でも実践方法の問題に関心がしぼられて理論的・実証的研究にいたっていない現
状がある。しかしながら、国際的には成人教育の理論的・実証的研究は重要な課題ともなっ
ている。 
こうした状況のなかで、本研究はモンゴルにおけるノンフォーマル教育に関するはじめて
の本格的な実証研究といってよい。その際に、従来の研究が教育者の視点から語られてきた
ことの問題を指摘し、学習者である住民の暮らしの状況を把握するなかでノンフォーマル教
育の意義と課題を明かにしようとしている。さらに、本論文は社会主義から資本主義体制へ
の転換のなかでノンフォーマル教育がいかに整備され、実施されているのかを実証的研究と
して取り組んだ研究として位置づけることができる。 
この研究については以下のような評価すべき点がある。 
まず、第１に、モンゴルのノンフォーマル教育の制度・政策の展開を社会主義体制下から
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整理したことは、はじめての試みとしてモンゴルの今後の研究にとっても意義は少なくない。
確かに、こうした整理は基礎的な内容ともいえるが、モンゴルの研究状況からすれば、今後
の研究の発展に寄与するところは大である。 
第２に、学習者の暮らしの状況を明らかにしつつノンフォーマル教育の意義を論じている
ことである。事例としてとりあげたウランバートル市であるが、郊外に出現したゲル地区に
住みついた学習者たちは、体制転換によって解雇され、生計の道を絶たれ、都市に流入して
きた人たちである。しかし、住民登録もできずに社会保障制度からも抜け落ち、ゴミ拾いな
どで辛うじて暮らしてきたことを確認している。こうした生活状況のなかにある学習者にと
って「同等性教育」とともに「生産教育」が重要な意義を持つことを確認する。実証研究と
しては分析の深みをつくっている。 
第３に、コミュニティ・ラーニング・センター長及び職員の職業経歴を確認しつつ、彼・
彼女たちの専門性の形成のプロセスを解明している点も、体制転換下のノンフォーマル教育
の実施を支える条件の解明として重要な知見となっている。この成果によれば、学校教師と
しての経験を持つとともに、成人教育者として学習者の暮らしを踏まえた学習指導を可能と
していることを明かにしている。 
これらの知見は、今後の研究の展開はもとより、モンゴルの政策形成にとっても重要な寄
与をなしうるものと評価できる。しかしながら、今後究明すべき課題も残されている。ノン
フォーマル教育の定義に力を割いているが、それは政策用語であり実り多いものとはいえな
い。また、実証的研究としても、特定の対象者に焦点をすえたライフコース分析があれば、
より重層的な分析となりえたのではないか。また、ゲル地区の人びと相互の関係、NGOや行
政の役割もより詳細な実証が求められよう。こうした今後究明すべき課題をいくつか残して
はいるものの、本論文の学術的価値を損なうものではない。モンゴルという一つの国の経験
を越えて成人教育に新たな知見を加えた研究として評価できる。よって、本論文は博士（教
育学）の学位論文として合格と認める。 
 
